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イノベーション創出に向けた農研機構の研究開発戦略 
〜農業・食品分野における Society 5.0 の実現に向けて〜 
 
1977 年東京工業大学大学院 博士課程電子物理工学専

攻修了(工学博士) 同年三菱電機株式会社入社。中央研

究所(現先端技術総合研究所)配属、光ファイバセンサ、

光ニューロチップ、人工網膜チップ、画像処理などの研

究開発と事業化を推進。2011 年代表執行役副社長。 

2013 年 3 月から 2018 年 2 月まで「総合科学技術・イ

ノベーション会議」の常勤議員として、科学技術・イノ

ベーション政策の企画立案及び総合調整に従事し、新た

な国家プロジェクト SIP、ImPACT の創設と推進、

Society 5.0 のコンセプト構築等に貢献。2018 年 4 月

から農研機構理事長に就任。産業界、農業界、大学、研

究機関との連携を徹底的に強化し、農業・食品分野にお

ける Society 5.0 実現のための科学技術イノベーション

の創出を推進する。 

 

＜ご講演概要＞ 

○イノベーションには持続的イノベーションと破壊的イノベーションがある。これらのイノベーションを

創出するには、基礎基盤技術が不可欠。持続的イノベーション、破壊的イノベーション、基礎

基盤技術に限られたリソースをどう配分していくかが重要。 

○イノベーションを創出するためには、省庁間でプロジェクトを繋いで、基礎から実用化まで一

気通貫でやり遂げる体制が必要。 

○Society 5.0 は、AI、データ、センサ、ロボット等の ICT を活用して、フィジカル空間とサイバー

空間を融合することにより新たな価値を創造し、経済発展と社会的課題の解決を両立した

人中心の経済社会の構築を目指すもの。 

○農研機構は農業・食品分野における Society 5.0 実現を最重要課題に位置づけ。育種か

ら生産、加工・流通、消費に至るフードチェーンのシステム全体をAIやデータを活用して最適

化し、生産性向上、コスト削減、フードロス削減、GHG 排出量最小化等を目指す。 

○スマート農業を普及させるためには、農家の生産性向上、コスト削減、所得向上を定量的に

実証するとともに、スマート農機の性能、品質、コスト、使いやすさの一体改善とサービス体

制の構築が必要。 

○みどりの食料システム戦略には、環境調和型農作物・食品のブランド力の向上、気候温暖

化を利用した生産性向上、AI・データ、デジタル技術の強化、レギュラトリーサイエンスの強化

を含めるよう提言する。 
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